
  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

    【講 師】 砂﨑 素子（長崎毛氈研究所所長・学校法人玉木学園 特任学芸員） 

    【時 間】 13：30～15：30 

    【会 場】 長崎市中央公民館 第２研修室（長崎市民会館 ２階） 

    【対 象】 成人 20名（応募者多数の場合は抽選になります） 

    【受講料】 無 料 ※5月２8日は材料費としてお一人１００円必要です。（当日集金）  

    【準備物】 筆記用具 

                       

期 日 内  容 

4月３０日（火） 
【講義】唐船宿町（やどまち） 筆者：玉木鶴亭について  

鶴亭が描く長崎唐人貿易①入港と海上検閲 ②新地荷蔵への荷揚げと蔵入れ 

5月7日（火） 
【講義】鶴亭が描く長崎唐人貿易③唐人屋敷（二の門前） 

当時の厳正貿易状況 鶴亭の他の画について（教科書・西洋画など） 

5月2１日（火） 
【町歩き】絵図と見比べながら、唐人貿易の舞台となった、新地荷蔵跡、唐人屋敷 

  跡をたどる 

5月２8日（火） 
【制作】唐人貿易、オランダ貿易で珍重されていた毛織物をつくり、当時の人々の 

  思いに馳せる。フレーム織機でコースターを制作する 

2014 年に公表の玉木鶴亭筆  「唐人船荷揚図（とうじ
んせんにあげず）」（約６ｍの巻物）を通して、江戸時代の
唐人貿易の流れ（輸入システム）を考察する 


